
患者さんの安全を守るための情報共有の大切さ

2人以上での作業は、思い込みや依存心が生じ、
正しい治療やケアが提供できないことがあります。

を推奨します。

あなたが大切に行動していただくおかげで
大切な患者さんの命が守られています。

京都大学病院が一体となって
一層安全・安心な医療を提供していきましょう。

医療安全e-learningでコミュニケーションツールの紹介をしています

「１作業工程・1個人」

「声出し確認」


